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知ってほしいこと！知ってほしいこと！
お知らせしたいこと！お知らせしたいこと！

議　長（６代目）
　工

くどう
藤　隆

りゅういち
一 さん　（72歳）

　田頭地区　当選回数：３回（現職）
　問　これからの市議会をどのよ
　うに発展させていきたいか。

答　人口減少に伴って議員定数が減少している中、
八幡平市全域のそれぞれの地域が抱える課題に耳
を傾け、子どもや若者が将来に希望を持てるまち、
そして市民一人一人が幸せを実感できるまちを目
指して、議会は行政に対する監視機能を果たしつ
つ、市政の発展に努めてまいります。

改選後の初代議長
　瀬

せがわ
川　健

たてのり
則 さん（78歳）

　田頭地区　当選回数：４回（元職）
　問　改選後初代議長としての苦
　労と議会運営で心掛けたことは。

答　３町村が持っている特徴を生かし、伝統や文
化を継続させながら、市として一つになるにはど
うすればいいかを考えて、議会を運営しました。
特に、地域の利害や私的な考えを押し付けること
なく、譲れるところは譲り、お互いの良いところ
を尊重できるよう心掛けました。

最多当選回数議員
　髙
たかはし
橋　光

みつゆき
幸 さん（77歳）

　寄木地区　当選回数：９回（現職）
　問　20年前の議会と今の議会で
　変わったことは。

答　合併から20年がたち感じるのは、若い人が選
挙に出てこないことです。新しい考え方を持った
若い議員が必要だと思います。若い議員が知識と
経験を積み、市当局に対して、しっかりとした意
見を言えるようになると、市当局との緊張感のあ
る議論が深まり、市の発展につながると思います。

合併10年目の議長(３代目)
　工

くどう
藤　直

なおみち
道 さん（67歳）

　大更地区　当選回数：５回（現職）
　問　合併10年の節目に3町村の
　一体感をどう高めていったのか。

答　合併後の10年間は、議員もそれぞれの出身地
域の課題が中心でしたが、合併から10年が経過し、
市全体の課題を議員全員で考えられるようになっ
てきました。前議長を手本にしながら、各議員と
の対話を重視し、是々非々で対応することを心掛
けて議会運営を行いました。

改選後の初代議会広報特別委員長

　髙
たかはし
橋　守

まもる
 さん（63歳）

　平笠地区　当選回数：５回（元職）
　問　市議会だより第１号の発行
　はどう工夫されたのか。

答　それぞれ異なる環境を背景に持つ議員たちが、
一つの市議会として活動を始めました。当時は、
原稿に字数制限がなかったこともあり、議会の広
報においても公平性を意識しながら、市民の皆さ
まに市政について関心を持って、読んでいただけ
るよう内容の表現に工夫を凝らしました。

最年少当選議員（当時42歳）
　工

くどう
藤　剛

つよし
 さん（62歳）

　大更地区　当選回数：５回（元職）
　問　最年少議員として初めての
　議会はどのようなものでしたか。

答　地域の後押しを受けて当選させていただいた
ため、最年少であることを意識していませんでし
た。しかし、4回目の選挙でも最年少だったとき
には、危機感を覚えました。必死で勉強し地域の
要望を提言して「ありがとう」と感謝された時に
議員をやっていて本当によかったと感じました。

議会広聴広報常任委員長
　熊
くまざわ
澤　博

ひろし
 さん（76歳）

　寺田地区　当選回数：７回（現職）
　問　今後の議会広聴広報常任委
　員会の役割と使命は。

答　議会広聴広報常任委員会は市民の声を聞き、
議会や行政の情報を分かりやすく伝える役割を
担っています。そのために議員と語る会やギカイ
のひろば、インターネットでの情報発信などがあ
ります。今後は、市民の声を広報誌に反映し、信
頼される議会だよりを目指していきます。

初代議会事務局長
　伊

いとう
藤　文

ふみあき
明 さん（77歳）

　平舘地区　旧西根町役場出身
　問　初代議会事務局長として議
　員55人との思い出は。

答　当時の旧西根町役場の議場には、55人の議
員は入りませんでした。そのため、現在の西根地
区市民センターを議場として使いました。特に気
を付けていたのは、安代、松尾、西根の各地区の
議員と公平にコミュニケーションをとることでし
た。今となれば楽しい思い出です。

※当選回数は市議会議員および旧町村議員の当選回数を通算しています。

はちまんたい議会だより　№１
（2005年１２月２２日　発行）

八幡平市議会 ２０ 年を振り返って八幡平市議会 ２０ 年を振り返って

はちまんたい議会だより　№41
（2015年１1月19日　発行）

はちまんたい議会だより　№８1
（2025年１0月23日　発行）

　市民の声をまちづくりに反映させる「市議会」は、誕生から20年という大きな節目を迎えました。こ
れまで市議会を支えてくださった皆さまの中から、テーマごとにインタビューを行い、それぞれの思い
を語っていただいています。議会をより身近に感じていただくきっかけとして、ぜひご覧ください。

はちまんたい議会だより臨時号（2014年６月５日　発行） はちまんたい議会だより臨時号（202２年６月９日　発行）

旧３町村の議会議員55人での初議会（2005年９月　臨時会） 広報はちまんたい№17　（2006年６月１日　発行）
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９月定例会

八幡平市議会議員定数条例の
一部を改正など全議案を可決

●会期　８月25日～９月12日(19日間)

９月定例会議案採決（発議案第１号）

今回は
報告　　　　　３件
市長提出議案　24件
議員提出議案　１件

第
３
次
市
総
合
計
画

基
本
構
想
を
可
決

　
平
成
17
年
９
月
１
日
の
八
幡
平
市
誕

生
後
、
18
年
度
に
27
年
度
ま
で
の
期
間

と
す
る
第
１
次
八
幡
平
市
総
合
計
画
を
、

27
年
度
に
第
２
次
八
幡
平
市
総
合
計
画

を
策
定
し
、「
農(

み
の
り)

と
輝(

ひ
か

り)

の
大
地
」を
将
来
像
に
掲
げ
、
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
令
和

７
年
度
は
、
第
２
次
八
幡
平
市
総
合
計

画
の
期
間
が
満
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
の
市
の
20
年
の
歩
み
を
振
り
返

り
、
新
た
な
市
勢
発
展
の
た
め
、
第
３

次
八
幡
平
市
総
合
計
画
を
策
定
し
、
８

年
度
か
ら
施
行
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
５
号
】
第
３
次
八
幡
平
市
総
合
計
画

基
本
構
想
の
策
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

り
か
ご
共
同
事
業
体
を
指
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

市
内
の
団
体
を
育
成
し
、
委
託

で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
方
法

も
あ
っ
た
と
考
え
る
。
な
ぜ
、

市
内
の
団
体
に
限
定
し
た
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
検
討
し
な

か
っ
た
の
か
。

市
内
の
団
体
を
排
除
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
情
報
提
供
な
ど
は

行
っ
て
い
た
。結
果
と
し
て
、全

国
的
に
実
績
が
あ
る
２
社（
子

育
て
分
野
で
は
矢
巾
の
実
績
あ

る
団
体
）
が
応
募
と
な
っ
た
。

来
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
イ
ベ

ン
ト
経
費
は
、
指
定
管
理
料
に

含
ま
れ
る
の
か
。

基
本
的
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
は
、

指
定
管
理
料
に
含
ま
れ
る
。
一

部
、
ハ
チ
マ
ル
シ
ェ
の
よ
う
な

市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
協
働
で

実
施
す
る
際
は
、
市
の
持
ち
出

し
も
あ
り
得
る
。

図
書
館
の
利
用
目
標
が
、
２
万

人
は
低
す
ぎ
る
の
で
は
。

コ
ロ
ナ
禍
前
の
平
成
30
年
の
利

用
実
績
を
目
標
値
と
し
て
設
定

し
た
。
今
後
、
指
定
管
理
者
と

と
も
に
利
用
者
の
増
加
に
向
け

た
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
を
適
任
と
判
断

　
八
幡
平
市
の
区
域
に
お
け
る
人
権
擁

護
委
員
で
あ
る
伊
藤
信
子
氏
は
、
令
和

７
年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了

す
る
た
め
、
再
び
同
人
を
推
薦
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
１
号
】
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
の

推
薦
を
適
任
と
判
断

　
八
幡
平
市
の
区
域
に
お
け
る
人
権
擁

護
委
員
で
あ
る
藤
本
貢
氏
は
、
令
和
７

年
12
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
す

る
た
め
、
再
び
同
人
を
推
薦
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
２
号
】
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
関
し
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

恵
氏
は
、
令
和
７
年
11
月
14
日
を
も
っ

て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
再
び
同
人

を
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

教
育
委
員
の
再
任
命

全
会
一
致
で
同
意

　
教
育
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
松
田
育

【
議
案
第
３
号
】
教
育
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

監
査
委
員
の
再
選
任

全
会
一
致
で
同
意

　
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
選
任

さ
れ
る
監
査
委
員
で
あ
る
村
山
巧
氏
は
、

令
和
７
年
10
月
26
日
を
も
っ
て
任
期
が

満
了
す
る
た
め
、
再
び
同
人
を
選
任
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
４
号
】
監
査
委
員
の
選
任
に
関
し
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

議
員
定
数
１
人
減
の

17
人
に
全
議
員
賛
成

　
来
年
４
月
30
日
の
任
期
満
了
に
伴
い

実
施
さ
れ
る
次
期
市
議
会
議
員
選
挙
か

ら
、
議
員
定
数
を
現
在
の
18
人
か
ら
17

人
に
改
正
す
る
も
の
で
す
。
７
月
に
実

施
さ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市

民
意
見
の
募
集
）
な
ど
を
参
考
に
検
討

し
、
最
終
的
に
全
議
員
の
賛
成
に
よ
り
、

市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
が
改
正

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
発
議
案
第
１
号
】
八
幡
平
市
議
会
議
員
定
数

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
交
流
複
合
施
設
の

指
定
管
理
者
を
決
定

　
八
幡
平
市
交
流
複
合
施
設
の
管
理
を

行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、
シ
ダ
ッ
ク

ス
大
新
東
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
矢
巾
ゆ

【
議
案
第
10
号
】
八
幡
平
市
交
流
複
合
施
設
に

係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ＱＡ

６
億
５
８
８
０
万
円

増
額
補
正
予
算
可
決

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
５
８
８

０
万
１
千
円
を
増
額
し
、
総
額
で
２
１

８
億
６
９
８
８
万
１
千
円
と
す
る
も
の

で
主
な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
３
億
４
５
６
６
万
９
千
円
（
増
額
）

▼
大
更
駅
前
拠
点
施
設
整
備
事
業

　
２
５
４
８
万
８
千
円
（
増
額
）

▼
高
齢
者
等
温
泉
館
管
理
運
営
事
業

　
５
８
１
９
万
円
（
増
額
）

（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施

設
工
事
監
理
業
務
委
託
料
１
千

万
円
お
よ
び
八
幡
平
市
交
流
複

合
施
設
開
業
準
備
業
務
委
託
料

１
４
０
９
万
円
の
内
容
は
。

工
事
監
理
業
務
は
、
工
期
の
延

長
に
伴
い
監
理
期
間
が
延
び
た

た
め
、
委
託
料
を
増
額
す
る
も

の
で
あ
る
。
開
業
準
備
業
務
に

つ
い
て
は
、
予
約
管
理
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
プ
レ
オ
ー
プ
ン
準

備
、
清
掃
業
務
な
ど
を
委
託
す

る
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
11
号
】
令
和
７
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

な
ぜ
工
期
が
延
び
た
の
か
。
設

計
に
多
額
の
費
用
を
か
け
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
遅
延
す
る
の
は

問
題
で
は
。

現
場
で
の
転
石
の
発
生
対
応
や

社
会
情
勢
の
影
響
に
よ
り
工
事

に
必
要
な
備
品
の
入
手
が
困
難

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。
外
部
環
境
や
施
工
業
者
、

施
工
監
理
業
者
の
責
に
帰
す
こ

と
の
で
き
な
い
事
由
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

工
期
の
遅
れ
は
事
前
に
予
測
で

き
な
か
っ
た
の
か
。

当
初
は
遅
延
を
吸
収
で
き
る
見

込
み
だ
っ
た
が
、
結
果
的
に
複

数
の
要
因
で
工
期
が
伸
び
た
。

工
期
延
長
に
よ
っ
て
来
年
４
月

の
開
業
に
間
に
合
う
の
か
。

建
物
は
年
内
に
完
成
す
る
予
定

で
あ
る
。
備
品
搬
入
や
準
備
を

並
行
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
来
年
４
月
の
開

業
を
目
指
し
て
進
め
て
い
く
。

綿
帽
子
温
泉
館
の
ポ
ン
プ
引
き

上
げ
設
置
工
事
の
内
容
は
。

工
事
の
内
容
は
、
壊
れ
た
ポ
ン

プ
・
管
の
引
き
上
げ
や
新
設
ポ

ン
プ
・
管
の
設
置
、
井
戸
の
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
建
屋
の
再
設
置

で
あ
る
。

Ａ ＱＡＱＡＱ

ＱＡＱＡ

Ａ Ｑ

ＡＱ
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決
算
特
別
委
員
会
の
主
な
質
疑
と
意
見

そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
が
管
理
し
て
い
る
防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
も
、
一
括
交
付
金
の
予

算
内
で
は
対
応
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

状
況
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
を

踏
ま
え
、
予
算
の
見
直
し
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
関
し
て
は
、
公
共
施
設
も
含
め
、

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
蛍
光

灯
が
使
用
で
き
な
く
な
る
時
期
が
間
近
に
迫
っ

て
お
り
、
各
地
区
か
ら
は
防
犯
灯
に
関
す
る
要

望
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
期
限
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
予
算
措
置
の
う
え
早
急
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
。

岩
手
山
の
立
ち
入
り
禁
止
の
状
況
に
つ
い
て
、

そ
の
後
も
県
に
お
い
て
数
回
会
議
が
開
催
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
現
在
の
状
況
を
伺
う
。

県
に
よ
る
と
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
2
の
状
態
が

継
続
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
状
況
に
大
き

な
変
化
が
な
い
場
合
に
は
、
一
部
規
制
を
緩
和

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
方
向
で
、

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
側
の
登

山
道
は
、
来
年
７
月
に
規
制
緩
和
を
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
示
さ
れ
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
観
光
面
へ
の
影
響
を
考
え
、

地
元
の
観
光
事
業
者
の
声
を
岩
手
山
火
山
防
災

協
議
会
へ
し
っ
か
り
と
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

令和６年度各会計の決算額

会　計　名 歳入（収入） 歳出（支出）

一般会計 198億1,643万6,225円 191億2,510万　　　59円

特
別
会
計

　国民健康保険 30億3,837万4,125円 30億1,055万6,690円

　後期高齢者医療 3億6,851万6,762円 3億6,740万7,080円

企
業
会
計

水道事業
収益的 5億3,827万1,048円 5億1,138万　　933円
資本的 １億9,483万9,000円 ４億9,776万8,550円

下水道事業
収益的 １１億2,062万2,519円 １０億　　８７９万　　988円
資本的 3億8,741万3,089円 8億4,663万2,272円

病院事業
収益的 １6億7,374万6,257円 17億2,377万6,258円
資本的 2億4,920万8,000円 2億7,815万7,616円

６年度
決算

一般会計・特別会計合計で
225億306万円を支出

ＱＡ

　税金がどのように使われたのか―令和６年度の決算は、８月29日、 ９月１・２・
３・４・５・８・10日の８日間、決算特別委員会を開催し慎重に審査しました。同委
員会では一般会計と２特別会計、３企業会計を原案のとおり認定すべきものと決
定。第３回定例会最終日の９月12日に本会議で全ての決算が認定されました。

⇒

ＱＡ

⇒

　　　　　　　　議 員 名　
　　　　　　  （会 派 名）　　　

　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議決結果

外
山　
一
則
（
八　
起　
会
）

田
村　
正
元
（
八　
起　
会
）

齊
藤　
隆
雄
（
日
本
共
産
党
）

関　
　
治
人
（
八　
起　
会
）

羽
沢　
寿
隆
（
八　
起　
会
）

工
藤　
多
弘
（
松　
西　
会
）

勝
又　
安
正
（
八　
起　
会
）

北
口　
　
功
（
無　
会　
派
）

欠　
　
　
番

熊
澤　
　
博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

立
花　
安
文
（
八　
起　
会
）

渡
辺　
義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　
直
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

古
川　
津
好
（
松　
西　
会
）

髙
橋　
悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

髙
橋　
光
幸
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

井
上　
辰
男
（
八　
起　
会
）

工
藤　
隆
一
（
八　
起　
会
）

議　案
第10号

八幡平市交流複合施設
に係る指定管理者の指
定について

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第11号

令和７年度八幡平市一
般会計補正予算（第３
号）

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案可決

議　案
第１7号

令和６年度八幡平市一
般会計歳入歳出決算認
定について

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

反
対

賛
成

賛
成 ー 原案認定

※議長は採決に加わりません

令和７年第３回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

討
論  （
令
和
６
年
度
八
幡
平
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
）

【
賛
成
討
論
】　
井
上　
辰
男　
議
員(

八
起
会)

　
最
初
に
財
政
状
況
で
あ
る
が
、
実
質
収
支
額
は
6
億
２

４
０
０
万
円
の
黒
字
で
あ
り
、
自
主
財
源
の
基
盤
で
あ
る

市
税
が
５
千
万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
収
納

率
の
向
上
が
図
ら
れ
た
も
の
と
評
価
す
る
。
ま
た
、
実
質

公
債
比
率
13
・
８
％
、
将
来
負
担
比
率
21
・
６
％
は
前
年

度
と
比
較
し
て
改
善
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
事
業
実
績
を

見
る
と
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
農
と
輝
の
大
地
」
の
一

翼
を
担
う
農
林
業
で
は
、
市
単
独
事
業
と
し
て
地
域
農
業

の
新
た
な
担
い
手
と
な
る
親
元
就
農
者
へ
の
支
援
や
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
と
し
て
「(

株)

は
ち
ま
ん
た

い
ジ
オ
パ
ワ
ー
」
を
設
立
し
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
・
脱
炭
素
化
な
ら
び
に
地
域
経
済
活
性
化
の
好
循
環

を
生
み
出
す
き
っ
か
け
を
作
り
、
脱
炭
素
社
会
を
大
き
く

前
進
さ
せ
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、
妊
娠
期
に

10
万
円
を
58
人
に
、
出
産
後
に
50
万
円
を
67
人
に
支
給
し
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図
っ
た
ほ
か
、
高
齢

者
福
祉
で
は
、
高
齢
者
健
康
教
室
な
ど
の
普
及
・
啓
発
を

推
進
し
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
た
。
こ
の
よ
う

に
、
多
様
化
す
る
市
民
の
要
望
に
真し
ん
し摯
に
向
き
合
い
、
取

り
組
ん
だ
結
果
で
あ
り
、
そ
の
努
力
を
高
く
評
価
す
る
。 

引
き
続
き
、
市
民
が
安
心
し
て
ゆ
と
り
を
持
っ
て
暮
ら
せ

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
財
政
状
況
と
重
要

度
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
市
政
の
均
衡
あ
る
発
展
を

期
待
し
て
、
賛
成
討
論
と
す
る
。

【
反
対
討
論
】　
齊
藤　
隆
雄　
議
員(

日
本
共
産
党)

　
１
つ
目
は
、
大
更
駅
前
顔
づ
く
り
施
設
の
建
設
費
と
し

て
約
4
億
5
千
万
円
が
計
上
さ
れ
、
総
事
業
費
が
22
億
円

余
り
と
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
図
書
館
利
用
者
見
込
み
が
年

間
2
万
人
と
現
在
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
必

要
性
に
疑
問
が
あ
り
、
図
書
館
新
設
に
は
反
対
で
あ
る
。

２
つ
目
は
、
旧
安
代
老
人
憩
の
家
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

の
解
体
予
算
が
計
上
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
屋
内
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
の
継
続
利
用
を
求
め
る
署
名
は
１
０
０
名
を
超

え
て
お
り
、
そ
れ
を
無
視
す
る
か
た
ち
で
予
算
が
計
上
さ

れ
た
。
施
設
に
は
耐
用
年
数
の
余
地
も
あ
り
、
利
用
価
値

が
あ
る
と
判
断
す
る
。
３
つ
目
は
、
ご
み
処
理
の
在
り
方

に
つ
い
て
で
あ
る
。
焼
却
中
心
の
処
理
か
ら
、
分
別
・
資

源
化
へ
と
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
。
令
和
14
年
か
ら
は
広

域
ご
み
処
理
が
開
始
さ
れ
、
処
理
負
担
額
は
ご
み
の
量
に

比
例
す
る
た
め
、
早
期
の
減
量
化
が
求
め
ら
れ
る
。
生
ご

み
の
資
源
化
は
本
市
に
お
け
る
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
最

後
に
、
子
育
て
・
教
育
支
援
、
負
担
軽
減
策
、
高
齢
者
支

援
な
ど
の
施
策
が
、
県
内
他
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
同
様
の
対
応
が
必
要
で
あ

る
。
市
の
財
政
調
整
基
金
は
22
億
７
５
２
５
万
円
で
あ
り
、

標
準
財
政
規
模
の
10
％
を
大
き
く
上
回
る
19
％
に
相
当
す

る
。
こ
れ
ら
の
財
源
は
、
ご
み
処
理
へ
の
対
応
、
物
価
高

騰
対
策
、
人
口
減
少
へ
の
対
応
、
子
育
て
支
援
、
若
者
か

ら
高
齢
者
ま
で
が
定
住
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
活

用
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
討
論
と
す
る
。
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平
舘
高
校
の
家
政
科
学
科
の
定
員
募
集
停
止
の

問
題
に
つ
い
て
伺
う
。
定
員
募
集
復
活
の
可
能

性
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
普
通
科
に
つ
い
て
も

同
様
の
話
は
あ
る
の
か
。

受
験
希
望
の
生
徒
は
昨
年
度
よ
り
多
い
と
見
受

け
ら
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
の
発
表
に
よ
り
家

政
科
学
科
を
や
め
よ
う
か
と
考
え
る
生
徒
も
い

る
と
の
情
報
が
あ
り
、
地
域
か
ら
の
声
を
県
に

届
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
普
通
科

に
つ
い
て
は
募
集
停
止
の
話
は
一
切
な
い
。

令
和
８
年
度
の
入
学
生
が
増
え
れ
ば
、
継
続
の

可
能
性
は
あ
る
の
か
。

継
続
の
確
約
は
持
て
な
い
が
、
今
年
度
の
家
政

科
学
科
の
入
学
希
望
者
数
が
10
名
を
超
え
る
よ

う
努
め
、
復
活
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
平
舘
高
校
の
存
続
に
向
け

て
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
て
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

部
活
動
の
地
域
移
行
が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
教

育
委
員
会
の
立
場
か
ら
見
て
、
各
中
学
校
の
教

職
員
の
働
き
方
改
革
や
負
担
軽
減
は
、
実
際
に

目
に
見
え
る
形
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

全
国
的
に
地
域
展
開
が
う
ま
く
進
ん
で
い
な
い

実
情
が
あ
り
、
現
在
も
教
職
員
が
指
導
に
当

た
っ
て
い
る
実
態
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
負
担

軽
減
の
段
階
に
は
、
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
教
職
員
お
よ
び
地
域
の
部

活
動
指
導
員
が
し
っ
か
り
と
話
し
合
い
を
し
な

が
ら
、
公
平
か
つ
生
徒
に
負
担
が
か
か
ら
な
い

よ
う
に
対
応
を
進
め
て
ほ
し
い
。

ＱＡＱＡ
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地域みらい留学の説明会の様子（東京都内）

地
域
み
ら
い
留
学
に
関
す
る
活
動
内
容
と
成
果

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
本
制
度
を
活
用
し
て

入
学
し
て
い
る
生
徒
が
い
る
か
も
併
せ
て
伺
う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
説
明
や
東
京
で
の
実
際

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
、
保
護
者
や
生
徒
は
寮
の
環
境
に
つ
い
て
重

点
的
に
考
え
て
お
り
、
現
時
点
で
留
学
者
の
実

績
は
な
い
。

寮
の
問
題
が
非
常
に
大
き
く
、
寮
の
整
備
が
重

要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。
今
後
、

寮
の
検
証
を
進
め
る
見
込
み
は
あ
る
か
。

寮
の
整
備
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
現
在
は

一
戸
建
て
の
借
り
上
げ
が
可
能
か
ど
う
か
、
地

元
の
不
動
産
会
社
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
地
域
み
ら
い
留
学
に
つ
い

て
は
、
寮
を
含
め
た
環
境
整
備
を
早
急
に
進
め

る
べ
き
で
あ
る
。

ＱＡ

⇒
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第３期県立高等学校再編計画の出前説明会

新
し
い
図
書
館
の
運
営
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

指
定
管
理
者
と
図
書
館
協
議
会
委
員
の
方
々
が
、

よ
り
密
接
に
協
議
を
行
う
こ
と
が
今
後
の
図
書

館
運
営
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

新
し
い
施
設
と
な
っ
て
も
、
図
書
館
協
議
会
は

市
が
運
営
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
委
員
の

皆
さ
ま
の
声
は
市
民
の
幅
広
い
声
で
も
あ
る
た

め
、
し
っ
か
り
と
伺
い
な
が
ら
、
協
力
し
て
事

業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

図
書
館
の
円
滑
な
運
営
に
は
、
小
中
高
生
や
若

者
の
利
用
促
進
が
重
要
な
鍵
と
考
え
る
が
。

若
い
世
代
が
求
め
る
図
書
に
つ
い
て
も
、
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
図
書
館
協
議
会
体
制
を
充

実
さ
せ
、
指
定
管
理
者
任
せ
に
せ
ず
に
行
政
も

し
っ
か
り
関
わ
っ
て
、
関
係
者
全
体
で
定
期
的

に
協
議
や
共
有
を
し
な
が
ら
、
図
書
の
選
定
や

運
営
を
適
切
に
行
っ
て
ほ
し
い
。

ＱＡ
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農
の
大
地
担
い
手
育
成
支
援
事
業
は
２
千
万
円

規
模
で
数
年
続
い
て
い
る
が
、
現
在
農
業
機
械

の
価
格
は
１・
５
倍
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

予
算
拡
大
の
予
定
は
。

3
年
に
1
回
の
事
業
で
あ
り
、
令
和
7
年
度
が

3
年
目
で
あ
る
。
8
年
度
か
ら
再
度
の
実
施
と

併
せ
て
、
要
綱
や
金
額
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
事
業
継
続
と
予
算
拡
大
を

要
望
す
る
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
捕
獲
配
分
頭
数
が
14
頭
で
、

捕
獲
頭
数
実
績
が
11
頭
と
な
っ
て
い
る
が
、
増

頭
で
き
な
い
も
の
か
。
駆
除
手
順
に
つ
い
て
、

９
月
１
日
か
ら
法
律
の
改
善
は
あ
っ
た
の
か
。

岩
手
県
の
計
画
に
基
づ
い
て
の
捕
獲
許
可
と

な
っ
て
い
る
。
捕
獲
増
頭
の
要
望
を
し
て
い
き

た
い
。
9
月
1
日
か
ら
緊
急
銃
猟
の
制
度
が
加

わ
り
、
現
場
の
判
断
を
市
町
村
が
行
う
こ
と
に

な
っ
た
。

い
つ
人
的
被
害
が
出
て
も
お
か
し
く
な
い
。
そ

も
そ
も
国
や
県
が
、
住
民
の
生
命
を
置
き
去
り

に
し
て
保
護
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
自
体

が
本
末
転
倒
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
懸
賞

金
な
ど
を
懸
け
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

懸
賞
金
な
ど
を
懸
け
た
駆
除
は
難
し
い
と
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
特
例
許
可
に
つ
い
て
は
要
望

し
て
い
き
た
い
。

【
委
員
会
の
意
見
】
行
政
の
最
大
の
責
任
と
義

務
は
、
市
民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
。
犠
牲

者
が
出
て
か
ら
で
は
遅
く
、
強
く
国
や
県
へ
改

善
要
請
を
す
べ
き
で
あ
る
。

ＱＡ

⇒

ＱＡＱＡ

⇒

浅沢地域　敬老会の様子

民
生
連
絡
員
の
な
り
手
不
足
が
課
題
で
あ
る
が
、

今
後
の
見
通
し
を
伺
う
。

す
ぐ
に
報
酬
を
改
定
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
が
、
民
生
連
絡
員
の
業
務
が
増
え
て
き
て
い

る
た
め
、
報
酬
改
定
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
委
員
会
の
意
見
】
な
り
手
不
足
の
解
消
に
向

け
て
、
報
酬
増
額
を
含
め
待
遇
改
善
を
進
め
て

ほ
し
い
。

敬
老
事
業
に
つ
い
て
、
開
催
が
難
し
い
地
区
が

あ
る
と
思
う
が
、
ま
と
め
て
で
き
な
い
も
の
か
。

自
治
会
単
位
で
開
催
し
て
い
る
が
、
隣
接
す
る

自
治
会
が
共
同
体
で
開
催
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
自
治
会
単
位
に
限
ら
ず
、
ま
と
ま
っ
て

開
催
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
敬
老
会
の
開
催
を
自
治
会

単
位
に
限
ら
ず
、
共
同
開
催
が
行
え
る
よ
う
支

援
に
努
め
、
み
ん
な
が
参
加
す
る
事
業
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

⇒

ＱＡ

⇒

ＱＡ

市内（五日市）で目撃されたクマ

今
後
の
観
光
客
誘
致
対
策
事
業
と
し
て
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と
台
湾
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
進

め
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
が
、
展
開
を
伺
う
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
ウ
イ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
形
で
行
う
。
台
湾
に
つ

い
て
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
最
大
の
市
場
な
の
で
、

引
き
続
き
進
め
て
い
く
。

【
委
員
会
の
意
見
】
海
外
観
光
客
誘
致
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
が
、
各
団
体
や
近
隣
市
と
連

携
し
、
効
果
的
な
誘
客
に
努
め
て
ほ
し
い
。

20
％
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る
事
業
に

至
っ
た
経
緯
は
。

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
市
内
消
費
と
商
店

街
の
売
上
を
下
支
え
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、

国
に
対
し
も
っ
と
積
極
的
に
支
援
す
る
よ
う
要

望
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民
に
向
け
た
具

体
的
な
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

⇒

ＱＡ

⇒

ＱＡ
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羽
は ざ わ

沢寿
ひさたか

隆 議員
（八起会）

問　
当
市
の
姉
妹
都
市
は
宮
古

市
、
友
好
都
市
は
沖
縄
県
名
護

市
、
交
流
は
タ
イ
国
タ
マ
サ
ー

ト
大
学
と
長
年
の
友
好
・
交
流

の
文
化
が
あ
る
。
今
後
、
市
民

レ
ベ
ル
の
交
流
を
拡
大
し
、
物

産
販
売
、
関
係
人
口
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
移
住
対
策
に
結
び
付

く
よ
う
親
交
を
強
化
し
て
は
。

市
長　
両
市
と
は
10
月
の
山
賊

ま
つ
り
出
店
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

芸
能
団
体
の
出
演
な
ど
約
40
年

の
相
互
交
流
が
あ
る
が
、
内
容

が
固
定
化
さ
れ
参
加
者
が
限
定

さ
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

姉
妹
・
友
好
都
市
提
携
40
周
年

を
記
念
し
、
両
市
と
市
民
レ
ベ

ル
の
交
流
や
支
援
を
検
討
す
る
。

問　

江
間
章
子
さ
ん
の
縁
で

始
ま
っ
た
東
京
都
世
田
谷
区

や
安
代
り
ん
ど
う
が
取
り
持
つ

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ホ
ロ
フ
ェ

ヌ
ア
地
区
と
の
交
流
は
休
眠
状

態
で
あ
る
。交
流
解
消
し
た
の
か
。

市
民
部
長　
２
市
と
の
交
流
は

疎
遠
状
態
で
あ
る
。
総
合
的
に

調
査
し
再
開
に
向
け
努
力
す
る
。

自
律
的
な
職
員
研
修

問　
職
員
研
修
は
自
治
大
学
校

を
最
高
峰
に
県
主
催
の
能
力
開

発
講
座
、
庁
内
研
修
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
。
効
果
的
な
職
員
教

育
の
た
め
の
講
習
や
八
幡
平
市

の
歴
史
、
文
化
を
学
び
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
を
醸
成
し
て
は
。

市
長　
職
員
一
人
一
人
の
資
質

向
上
と
能
力
開
発
を
図
り
課
題

達
成
の
た
め
に
自
ら
考
え
実
行

す
る
自
律
的
な
研
修
を
実
施
中
。

研
修
で
学
ん
だ
知
識
や
経
験
を

生
か
し
職
員
に
よ
る
職
員
の
た

め
の
教
育
制
度
を
拡
充
、
強
化

す
る
。
3
町
村
史
を
教
材
に
郷

土
愛
と
当
事
者
意
識
を
育
む
。

問　
今
年
は
ク
マ
に
よ
る
被
害

が
特
別
で
あ
る
。
毎
日
の
よ
う

に
集
落
に
出
没
し
食
害
を
繰
り

返
し
て
お
り
、
住
民
は
大
き
な

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
早

急
な
対
策
が
必
要
で
は
。

市
長　
従
来
通
り
に
猟
友
会
な

ど
と
連
携
を
密
に
し
て
い
く
。

問　
危
険
な
仕
事
に
従
事
す
る

猟
友
会
員
な
ど
の
待
遇
改
善
を

望
む
。
ま
た
、
現
場
で
の
緊
急

対
応
を
可
能
に
す
べ
き
で
は
。

市
長　
９
月
よ
り
緊
急
銃
猟
制

度
が
開
始
さ
れ
る
。
ま
た
Ｓ
Ｎ

Ｓ
ア
プ
リ
「
ベ
ア
ー
ズ
」
で
も

目
撃
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

問　
市
民
の
生
命
や
安
全
が
最

優
先
、
人
的
被
害
が
あ
っ
た
ら

ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

現
場
に
居
合
わ
せ
た
ら
ど
う
す

る
の
か
思
い
切
っ
た
施
策
を
す

る
べ
き
で
は
。

市
長　
猟
友
会
へ
の
支
援
、
わ

な
セ
ン
サ
ー
の
導
入
な
ど
実
施

し
て
い
く
、
残
念
な
が
ら
国
の

制
度
が
変
わ
ら
な
い
限
り
、
強

硬
な
施
策
は
行
え
な
い
。

移
動
期
日
前
投
票
所

遠
方
集
落
に
拡
充
を

問　
バ
ス
に
よ
る
期
日
前
投
票

所
の
設
置
は
利
用
者
に
非
常
に

評
判
が
い
い
。
費
用
も
さ
ほ
ど

要
し
な
い
の
で
遠
方
の
集
落
に

も
こ
ま
め
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長　
バ

ス
の
乗
り
入
れ
の
問
題
も
あ
る

の
で
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

問　
入
場
券
を
「
は
が
き
」
で

は
な
く
、
世
帯
向
け
の
チ
ラ
シ

入
り
封
書
に
す
れ
ば
、
周
知
も

徹
底
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　

チ
ラ
シ
の
全
戸
配
布
で
地
域
へ

周
知
し
て
い
く
。

ク
マ
と
の
共
存
は
不
可
能

国
・
県
と
連
携
し
て
い
く

クマ食害の実態

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

姉
妹
・
友
好
都
市
と
の
交
流

名
護
市
・
宮
古
市
と
絆
強
化

市民総参加で交流の輪を広げよう

質問した事項
渡辺　義光　議員 （市民クラブ)……………………10
　・姉妹都市・友好都市との交流の現状と課題について
　・職員研修と人材育成事業の在り方について

羽沢　寿隆　議員 （八起会)…………………………11
　・移動式期日前投票所設置事業について
　・有害鳥獣対策について

工藤　直道　議員 （自由クラブ)……………………12
　・米騒動の影響と生産拡大について
　・八幡平市交流複合施設（八幡平市立図書館）運営について

工藤　多弘　議員 （松西会)…………………………１2
　・八幡平市交流複合施設について
　・公共交通事業について

外山　一則　議員 （八起会)…………………………13
　・八幡平エリアの観光課題について
　・第３次八幡平市総合計画と佐々木市政について

髙橋　悦郎　議員 (日本共産党)……………………１4
　・農業問題について
　・八幡平市交流複合施設の運営について

古川　津好　議員 （松西会)…………………………１4
　・都市計画と道路整備について
　・保育園、小中学校の統合について
　・クマの被害対策について

齊藤　隆雄　議員 (日本共産党)……………………１5
　・ごみの減量化・資源化について
　・ごみ処理広域化について
　・除雪について

熊澤　　博　議員 (自由クラブ)……………………１6
　・学童保育クラブ(放課後児童クラブ)の在り方について
　・補聴器購入助成について

田村　正元　議員 （八起会)…………………………16
　・子育て支援と学校教育について
　・防災、安全対策について
　・観光振興対策と今後の振興計画について
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一 般 質 問

外
そとやま

山一
かずのり

則 議員
（八起会）

問　

市
交
流
複
合
施
設（
8
テ

ラ
ス
）
が
完
成
し
て
10
年
後
、

20
年
後
の
維
持
管
理
費
は
試
算

し
て
い
る
か
。
ま
た
、
財
源
確

保
策
に
つ
い
て
も
伺
う
。

市
長　
10
年
後
、
20
年
後
の
財

政
負
担
の
試
算
は
行
っ
て
い
な

い
。
財
源
確
保
策
と
し
て
は
、

子
育
て
支
援
エ
リ
ア
で
活
用
可

能
な
補
助
金
の
充
当
、
施
設
利

用
料
や
賃
料
に
よ
る
事
業
収
入

の
増
加
を
目
指
す
。
ま
た
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
抑
制
の
た
め
、

予
備
設
計
の
段
階
か
ら
空
調
設

備
の
省
エ
ネ
化
を
検
討
し
て
き

た
。
指
定
管
理
者
と
協
議
し
、

コ
ス
ト
削
減
策
を
進
め
、
持
続

可
能
な
運
営
体
制
を
確
立
す
る
。

問　
試
算
を
行
っ
て
い
な
い
こ

と
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
抑

制
の
検
討
と
矛
盾
す
る
。
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
と
も
整

合
性
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

企
画
総
務
部
長　
財
源
確
保
策

の
詳
細
を
検
討
中
の
た
め
、
明

確
な
試
算
は
示
せ
な
い
。
市
の

基
金
や
子
育
て
支
援
へ
の
補
助

金
な
ど
を
活
用
し
、
今
後
、
県

と
連
携
し
、
財
源
確
保
策
が
固

ま
り
次
第
説
明
す
る
。

問　
市
内
の
団
体
が
指
定
管
理

者
と
な
る
よ
う
検
討
し
た
の
か
。

産
業
建
設
部
長　
市
内
の
業
者

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た

が
、
図
書
館
を
含
む
施
設
の
運

営
に
は
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
な
た

め
、
応
募
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

問　
指
定
管
理
料
が
市
外
に
流

出
す
る
。
市
内
の
団
体
を
育
て

る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

産
業
建
設
部
長　
指
定
管
理
者

は
市
へ
の
移
住
も
検
討
し
て
お

り
、
市
内
で
の
雇
用
も
求
め
て

い
る
。
3
年
間
の
運
営
で
、
今

後
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

問　
外
国
人
の
観
光
客
や
移
住

者
が
急
激
に
増
え
て
い
る
と
感

じ
る
。
今
後
も
増
え
る
で
あ
ろ

う
外
国
人
観
光
客
か
ら
市
民
の

安
心
安
全
を
守
る
た
め
に
マ

ナ
ー
条
例
の
制
定
が
必
要
で
は
。

産
業
建
設
部
長　
市
民
と
観
光

客
、
お
互
い
が
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
正
し
い
情
報
の
共
有

啓
発
、
そ
し
て
、
関
係
者
間
で

の
協
力
体
制
の
構
築
が
重
要
な

の
で
、
状
況
を
注
視
し
な
が
ら

研
究
し
て
い
く
。

問　
近
年
、
八
幡
平
大
黒
森
付

近
で
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
を
楽

し
む
人
が
増
え
て
き
て
い
る
。

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
人
も
い

る
の
で
、
衝
突
事
故
や
雪
崩
の

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思

う
が
当
市
の
見
解
は
。

市
長　
衝
突
事
故
の
リ
ス
ク
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し

て
い
る
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
の

乗
り
入
れ
は
規
制
が
あ
る
の
で
、

周
知
看
板
の
設
置
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
利
用
者
へ
の
注
意

喚
起
や
マ
ナ
ー
周
知
の
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

第
３
次
総
合
計
画
と

佐
々
木
市
政
の
今
後

問　
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る

第
３
次
総
合
計
画
に
向
け
て

佐
々
木
市
長
の
考
え
方
は
。

市
長　
次
の
任
期
に
向
け
６
つ

の
重
点
公
約
を
掲
げ
て
い
る
。

農
業
に
つ
い
て
は
生
産
基
盤
の

整
備
、
人
材
確
保
へ
の
取
り
組

み
な
ど
。
観
光
客
を
増
や
し
、

地
元
産
品
を
提
供
で
き
る
体
制

づ
く
り
。
公
園
の
整
備
、
文
化

芸
術
活
動
へ
の
取
り
組
み
の
強

化
、
県
境
を
越
え
た
広
域
連
携

を
し
て
生
活
環
境
の
改
善
に
結

び
付
け
て
い
き
た
い
。

マ
ナ
ー
条
例
の
制
定
が
必
要

安
心
安
全
の
た
め
研
究
す
る

長野県白馬村のマナー条例チラシ

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

工
く ど う

藤直
なおみち

道 議員
（自由クラブ）

問　
肥
料
、
生
産
資
材
、
機
械

が
高
騰
し
て
い
る
。
営
農
が
続

け
ら
れ
る
生
産
者
米
価
に
つ
い

て
考
え
を
伺
う
。

市
長　
農
業
経
営
に
と
っ
て
大

き
な
痛
手
と
な
っ
て
い
る
。
適

正
な
米
価
水
準
の
維
持
・
生
産

コ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
米
価
設
定
、

生
産
基
盤
の
充
実
、
高
品
質
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
が
重
要
と

考
え
る
。

問　
国
で
は
、
輸
出
米
を
推
進

し
、
新
市
場
開
拓
米
の
生
産
者

に
１０
㌃
当
た
り
4
万
円
の
補
助

が
あ
る
。
要
件
を
伺
う
。

産
業
建
設
部
長　
対
象
作
物
の

低
コ
ス
ト
生
産
者
に
対
し
作
付

け
面
積
に
応
じ
交
付
さ
れ
る
。

問　
米
農
家
の
高
齢
化
が
進
ん

で
い
る
。
規
模
拡
大
要
件
を
満

た
せ
な
い
農
家
に
も
継
続
で
き

る
支
援
事
業
を
導
入
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

農
林
課
長　
今
後
は
要
件
な
ど

を
見
直
し
、
調
査
研
究
、
事
例

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　
市
と
し
て
、
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
の
再
生
に
向
け
た
抜

本
的
な
対
応
策
を
地
方
か
ら
国
、

関
係
機
関
に
発
信
し
て
い
く
時

期
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

市
長　
農
家
の
現
状
を
聞
き
、

米
農
家
が
生
産
意
欲
を
持
ち
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
再
生
協
議
会

で
方
向
性
を
考
え
、
国
、
県
へ

提
言
し
て
ま
い
る
。

図
書
館
の
集
客
は

問　
図
書
館
を
大
更
中
心
地
の

活
性
化
に
導
く
考
え
を
伺
う
。

市
長　
施
設
の
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
横
断
的
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
交
流
が
よ
り
一
層
図
ら

れ
、
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

米
農
業
再
生
を
地
方
か
ら

市
と
し
て
の
方
向
性
を
国
へ

米価に期待し新米の収穫が本格化

八
幡
平
市
交
流
複
合
施
設

試
算
は
行
っ
て
い
な
い

完成間近の八幡平市交流複合施設
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齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

問　
大
更
地
内
は
、
狭
あ
い
な

道
路
や
都
市
計
画
道
路
と
整
備

さ
れ
た
市
道
が
近
接
し
て
い
る
。

計
画
路
線
上
の
人
は
、
い
つ
計

画
が
実
行
さ
れ
る
か
、
不
安
定

な
状
況
で
生
活
し
て
い
る
。
過

去
に
見
直
し
を
す
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
こ
の
都
市
計
画
道

路
は
ど
う
す
る
か
。

市
長　
今
年
か
ら
２
年
間
か
け

て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
見
直
す
予
定
で
あ
る
。
そ

の
中
で
交
通
動
態
や
交
通
量
の

調
査
を
行
い
、
道
路
整
備
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
。

小
中
学
校
の
統
合

問　
広
報
７
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
市
内
の
小
中
学
校
の
生
徒
数

を
見
る
と
、
令
和
１９
年
度
の
安

代
中
学
校
の
入
学
見
込
み
者
は

４
名
の
見
通
し
で
あ
る
。
こ
の

少
子
化
が
進
む
状
況
か
ら
す
る

と
、
松
尾
地
区
だ
け
で
は
な
く
、

西
根
・
安
代
地
区
で
も
小
学
校

の
統
合
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長　
中
学
校
と
松
尾
地
区

の
小
学
校
の
統
合
を
進
め
、
そ

の
後
、
西
根
の
平
舘
地
区
、
大

更
地
区
に
つ
い
て
も
統
合
の
働

き
か
け
を
し
て
い
き
た
い
。

ク
マ
の
被
害
対
策

問　
頻
繁
に
ク
マ
が
目
撃
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
が
襲
わ
れ
る
事
態

が
心
配
さ
れ
る
。
富
山
県
南
砺

市
で
は
、
学
校
周
辺
に
高
周
波

発
生
装
置
を
設
置
し
て
ク
マ
対

策
を
行
い
、
効
果
を
上
げ
て
い

る
。
当
市
で
も
学
校
・
保
育

園
周
辺
で
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

教
育
次
長　
事
例
紹
介
が
あ
っ

た
ま
ち
へ
、
状
況
を
問
い
合
わ

せ
て
検
討
し
た
い
。

問　
生
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
、

今
後
予
定
し
て
い
る
計
画
や
目

標
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
水
切
り
の
徹
底
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
本
年
度
に

見
直
し
を
行
う
本
市
の
ご
み
処

理
基
本
計
画
の
中
で
、
燃
え
る

ご
み
の
減
量
化
を
含
む
形
で
の

目
標
を
設
定
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
生
ご
み
の
資
源
化
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
生
ご
み
の
資
源
化
に
向

け
た
分
別
収
集
に
つ
い
て
は
、

回
収
方
法
や
処
理
方
法
に
関
す

る
課
題
が
非
常
に
多
く
、
現
時

点
で
は
、
導
入
が
非
常
に
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

広
域
化
の
規
模
は

問　
ご
み
処
理
の
広
域
化
に
伴

う
事
業
費
、
市
町
費
用
負
担
お

よ
び
市
民
へ
の
情
報
開
示
は
。

市
長　
令
和
14
年
度
か
ら
稼
働

し
、
15
年
間
の
全
体
事
業
費
は

１
０
４
５
億
円
、
本
市
の
全
体

負
担
額
は
34
億
円
と
試
算
し
て

い
る
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

盛
岡
広
域
環
境
組
合
が
発
行

す
る
「
盛
岡
広
域
環
境
組
合

ニ
ュ
ー
ス
」
の
全
戸
配
布
な
ど

を
通
じ
、
随
時
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

問　
日
処
理
量
３
７
８
㌧
の
施

設
規
模
に
お
け
る
本
市
の
推
計

値
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

市
長　
約
20
㌧
に
な
る
と
見
込

ん
で
い
る
。

除
雪
の
支
援
が
必
要

問　
高
齢
化
や
一
人
暮
ら
し
を

考
慮
し
た
、
排
雪
ま
で
を
含
む

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
。

市
長　
適
時
適
切
な
排
雪
に
努

め
る
。

生
ご
み
の
減
量･

資
源
化
を 

全
国
の
導
入
事
例
を
参
考
に 

瀬ノ沢ごみ集積場 

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

古
ふるかわ

川津
つ よ し

好 議員
（松西会）

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

問　
八
幡
平
市
の
主
食
用
米
の

令
和
７
年
産
米
の
作
付
け
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　
令
和
７
年
産

の
生
産
目
安
は
２
０
９
８
㌶
だ

が
、
米
価
高
騰
を
受
け
、
前
年

よ
り
４
４
０
㌶
増
え
た
。

問　
農
協
は
今
年
の
仮
払
金
、

６０
㌔
２
万
８
０
０
０
円
で
３
年

間
契
約
す
る
内
容
で
あ
る
。
８

年
産
米
に
向
け
て
、
主
食
用
米

の
作
付
け
を
市
と
し
て
奨
励
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

副
市
長　
主
食
用
米
に
シ
フ
ト

し
て
も
ら
い
た
い
の
は
当
然
あ

る
。
し
か
し
、
個
々
の
農
業
経

営
は
い
ろ
い
ろ
条
件
が
違
う
。

市
と
し
て
は
、
各
農
家
が
個
々

の
経
営
状
況
を
考
慮
し
て
判
断

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

新
図
書
館
に
つ
い
て

問　
現
図
書
館
運
営
で
は
、
２０

名
ほ
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

た
ち
が
、
読
み
聞
か
せ
活
動
や

館
内
の
壁
面
装
飾
、
本
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
な
ど
、
図
書
館
活
動
を

担
っ
て
き
た
。
新
図
書
館
で
も

引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
、
活
動
を
続
け
て
ほ

し
い
と
要
請
が
な
い
と
聞
い
た
。

ま
た
、
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
職
員

の
雇
用
に
つ
い
て
も
伺
う
。

教
育
次
長　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
は
引
き
続
き
お
願
い
し

た
い
。
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
事
実
関
係
を

確
認
し
て
全
員
に
伝
え
た
い
。

ま
た
、
現
図
書
館
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
の
職
員
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
働
い
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
は

大
変
貴
重
で
あ
る
。
現
Ｎ
Ｐ
Ｏ

職
員
を
優
先
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
指
定
管
理
者
に
伝
え
た
い
。

主
食
用
米
の
作
付
け
奨
励
を

理
解
す
る
が
農
家
の
判
断
で

コンバインでの刈り取り風景

ど
う
す
る
都
市
計
画
道
路

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
見
直
し

解消したい、狭い道路との交差点
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問　
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

住
民
説
明
会
も
踏
ま
え
て
進
行

状
況
と
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

教
育
長　
松
尾
地
区
３
校
に
つ

い
て
、
８
月
19
日
に
市
長
、
教

育
長
、
教
育
委
員
で
統
合
方
針

を
判
断
し
、
9
年
4
月
の
統
合

校
開
校
を
目
指
す
。
西
根
地
区

は
寺
田
と
平
舘
、
大
更
地
区
は

大
更
と
平
笠
、
田
頭
の
3
校
を

統
合
す
る
形
で
進
め
て
い
く
。

問　
中
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、

住
民
説
明
会
も
踏
ま
え
て
進
行

状
況
と
今
後
の
計
画
を
伺
う
。

教
育
長　
８
年
1
月
に
専
門
業

者
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
て
、

優
先
候
補
地
案
を
示
す
。
２
月

に
は
優
先
候
補
地
の
判
断
、
決

定
を
す
る
方
向
で
考
え
て
い
る
。

問　
中
学
校
統
合
後
の
部
活
動

は
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

教
育
指
導
課
長　
現
在
あ
る
部

活
は
引
き
継
ぐ
方
向
と
な
る
が
、

学
校
で
の
部
活
と
な
ら
な
い
種

目
も
出
て
く
る
。
来
年
度
か
ら

一
部
の
部
活
動
が
地
域
移
行
と

な
り
、
合
同
で
の
部
活
と
な
る
。

赤
川
河
道
掘
削
実
施

問　
市
内
の
河
川
改
修
の
維
持

管
理
で
７
年
度
に
実
施
す
る
立

木
伐
採
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

建
設
課
長　
米
代
川
、
鴨
田
川
、

長
川
、
赤
川
な
ど
を
実
施
す
る
。

赤
川
に
つ
い
て
は
、
椛
沢
大
橋

上
流
か
ら
長
川
と
の
合
流
地
点

で
の
立
木
撤
去
を
実
施
す
る
。

海
外
増
、
国
内
減

問　
第
４
期
観
光
振
興
計
画
の

現
状
の
成
果
進
捗
は
。

産
業
建
設
部
長　
海
外
は
客
数
、

消
費
額
と
も
に
伸
び
て
い
る
が
、

国
内
は
客
数
が
減
少
し
て
い
る
。

国
内
の
誘
客
強
化
を
検
討
す
る
。

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。

一 般 質 問

田
た む ら

村正
まさもと

元 議員
（八起会）

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

問　
市
内
の
学
童
保
育
ク
ラ
ブ

の
数
、
学
童
数
、
支
援
員
数
は
。

市
長　
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
数
は

13
、
学
童
数
は
４
８
２
名
、
支

援
員
数
は
66
名
で
あ
る
。

問　
支
援
員
の
賃
金
や
処
遇
改

善
に
つ
い
て
は
、
国
の
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
対
策
交
付

金
」
な
ど
で
支
援
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
実
情
に
つ

い
て
伺
う
。

健
康
こ
ど
も
課
長　
指
定
管
理

者
か
ら
、
人
件
費
の
上
昇
を
理

由
に
、
毎
年
市
へ
要
望
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
受
け
、

市
は
指
定
管
理
料
や
受
託
料
に

上
乗
せ
し
て
、
変
更
契
約
を

行
っ
て
い
る
。

問　
市
の
子
育
て
支
援
計
画
や

報
告
書
を
踏
ま
え
、
学
童
保
育

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

市
長　
児
童
の
健
全
育
成
を
図

る
た
め
、
安
心
・
安
全
な
遊
び

と
生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

は
重
要
で
あ
り
、
保
護
者
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
を
整
え
る

う
え
で
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て

重
要
な
施
策
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

補
聴
器
の
購
入
助
成

問　
18
歳
未
満
の
難
聴
児
を
対

象
に
、
県
と
市
で
3
分
の
2
を

助
成
す
る
補
聴
器
購
入
助
成
事

業
の
内
容
は
。

市
長　
6
年
度
は
6
件
の
申
請

が
あ
り
、
県
と
市
が
費
用
の
3

分
の
1
ず
つ
を
助
成
し
た
。

問　
18
歳
以
上
へ
の
補
聴
器
購

入
助
成
に
取
り
組
む
考
え
は
。

市
長　
認
知
症
や
う
つ
病
な
ど

の
観
点
か
ら
も
、
ど
の
よ
う
な

支
援
が
可
能
か
、
調
査
研
究
を

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
現
状
は

１３
施
設
に
児
童
数
４
８
２
名

寺田学童保育クラブ

小
中
学
校
統
合
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況

小
学
校
は
松
尾
地
区
を
優
先

統合先を予定している松野小学校

議会の動き

（令和７年７月４日～10月７日)

７月

▲

４日　第72回岩手地区議会議員大会研修会

▲

８日　議会広聴広報常任委員会

▲

10日　令和７年度盛岡広域８市町議会議長会会議

▲

16日　知事を囲む懇談会

▲

25日　岩手県後期高齢者医療広域連合監査（例月現金出納検査）、

　　　　盛岡広域環境組合監査（例月現金出納検査）

▲

28日　会派代表者会議

▲

2９日　宮城県色麻町議会視察来庁

▲

31日　栃木県矢板市議会視察来庁

８月

▲

８日　議員全員協議会、議会改革推進会議

▲

18日　議会運営委員会

▲

19日　八起会・市民クラブ合同視察研修（～21日）

▲

２５日　令和７年第３回定例会（～９月12日）、

　　　　議会広聴広報常任委員会

▲

26日　岩手県後期高齢者医療広域連合監査（例月現金出納検査）、

　　　　盛岡広域環境組合監査（例月現金出納検査）

▲

27日　産業民生常任委員会

▲

28日　総務教育常任委員会

▲

29日　決算特別委員会、総務教育常任委員会

９月

▲

1日　分科会決算審査（総務教育分科会）（～２日）

▲

３日　分科会決算審査（産業民生分科会）（～４日）

▲

５日　決算特別委員会、議会運営委員会

▲

8日　分科会決算審査（各分科会ごと）

▲

10日　決算特別委員会、議会広聴広報常任委員会

▲

１2日　議員研修報告会、議会運営委員会

▲

19日　議会広聴広報常任委員会

▲

29日　岩手県後期高齢者医療広域連合監査（例月現金出納検査）、

　　　　盛岡広域環境組合監査（例月現金出納検査）

10月

▲

２日　議会運営委員会

▲

６日　議会広聴広報常任委員会
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問　〇の中には、どんな文字
　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ　　
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールでご応募ください。
　正解者の中から抽選で５名の方に八幡平市共通商品券 1,000円
　分をお贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせてい

ただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■締め切り　令和７年１２月５日㈮(当日消印有効)
■前回(№80)の正解　１（人）
　　　　　　　　　　応募者　11人　　　正解者11人

ク イ ズ

合併後、旧3町
村の議会議員〇
人によって、初
の八幡平市議会
が開催された。

　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴する
ことができます。傍聴を希望する方は、議会開催日
に市役所３階の議会事務局までお越しください。
　開催時刻は一部を除き午前 10 時からです（終了時
間は日によって異なります）。詳しくは、八幡平市議
会のホームページをご確認ください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階
のテレビでライブ中継を行っているほか、インター
ネット（YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画
配信しています。
令和７年９月定例会の視聴回数は5,454回です。
　　　　６月定例会の視聴回数は2,090回でした。

（令和７年10月7日時点）

期　日 内　容

12月４日㈭ 議案上程 ほか

12月５日㈮ 一般質問

12月６日㈯～７日㈰ 休　　会

12月８日㈪～9日㈫ 一般質問

12月10日㈬ 議案審議

12月11日㈭ 休　　会

12月12日㈮ 委員長報告 ほか

会派視察研修 ■期日　令和７年８月19日・20日・21日
■場所　長野県辰野町、白馬村、上田市
■内容　商店街活性化と観光インバウンド対応条例、スポーツ
　　　　合宿の先進地について、意見交換踏まえた現地視察（八起会・市民クラブ）

松尾地区の３小学校統合
　8月8日の議員全員協議会で説明があった松尾地区の
小学校統合を含む小中学校の統合について、教育委員会
と総務教育常任委員会の意見交換会が行われました。教
育委員会からは、第3期八幡平市小中学校適正配置計画
に基づき、西根・松尾地区の3校の中学校を優先的に統
合し、新設校を建設すると説明がありました。中学校の

総務教育常任委員会 ■期日　令和７年８月29日
■場所　議事堂委員会室
■内容　学校統合に係る教育委員会との意見交換

令和７年８月８日の議員全員協議会の様子

次は　12月定例会　（予定)
※日程は変更になる場合があります。

建設場所は調査結果をもとに決定するとのことです。ま
た、松尾地区の3小学校については2024年10月に「松尾
地区小学校統合を推進する会」から117名分の署名入り要
望書が提出されたことを受け、2027年4月の開校を目指
し、松尾地区の3小学校を松野小学校に統合する計画で
あると説明がありました。委員からは部活動の継続や地
域移行に課題があり、環境整備が必要との指摘もありま
した。今後も委員会の最優先事項として取り組みます。 教育委員会との意見交換会の様子

民間と行政が投資含めて協力
　辰

た つ の ま ち
野町では、「トビチ商店街」で行われている地域活

性化について、仕掛人である一般社団法人〇（まる）と
編集社の赤羽様より、空き家を活用した不動産施策をは
じめ、熱意あるご指導をいただき、新たな発想を学ぶこ
とができました。白

は く ば む ら
馬村では、独自に制定した条例とガ

イドラインを基盤に、増加するインバウンド観光客にも

辰野町トビチ商店街での研修風景

対応する「持続可能な観光地経営に関する条例」につい
て、副村長の吉田様から詳しく学ぶことができました。
上
う え だ し

田市では、スポーツツーリズムの先進地である菅平高
原の「菅平サニアパーク」と「菅平アリーナ」を視察し
ました。夏はラグビーや陸上の合宿の聖地、冬はアルペ
ンスキーの競技別強化拠点であり、当市の可能性につい
て学ぶことができました。訪れた３市町村の取り組みを、
今後の議会活動にしっかりと生かしてまいります。 菅平アリーナでの集合写真

議会広聴広報常任委員会

議員と語る会の内容と場所を検討
　「議員と語る会」の開催について協議を行いました。
今回の「議員と語る会」は、昨年度に引き続き「ギカイ
のひろばの内容で語ろう」をテーマとし、「ギカイのひ
ろば№81号」に掲載されている内容をもとに、市民の皆
さまと意見交換を行うこととなりました。開催日は、令
和7年11月15日（土）、会場は田山コミュニティセンター
が午後2時から、市役所は午前10時、午後2時、午後6
時（計３回）に分けて開催し、皆さまが参加しやすい時
間を選べるよう調整いたしました。

「議員と語る会」の開催場所・内容を検討

■期日　令和７年９月10日
■場所　議事堂委員会室
■内容　「議員と語る会」の開催を検討
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令
和
７
年
10月
23日
発
行

保育所紹介

保護者会副会長

工
く ど う

藤　由
ゆ み こ

美子  さん

　議会広聴広報常任委員会では、「議会
目線から住民目線の広報」を目指し、毎
号話し合いを重ね、限られた紙面に多く
の内容を盛り込めるよう検討しています。
紙面だけでは議会の全てをお伝えするこ
とに限界がありますので、不足する部分
は録画映像（ユーチューブ）などをご視聴
いただければ幸いです。今後も紙面の充
実に、引き続き取り組んでまいります。
　　　　　　　　副委員長　齊藤　隆雄

◆編集後記◆

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声声

議
員
の
政
務
活
動
費
の
調
査

研
究
費
は
、何
に
ど
れ
く
ら

い
使
わ
れ
て
い
る
の
か
知
り
た
い

で
す
。（
駅
前
一
区
・
46
歳
女
性
）

　寺田で生まれ、大学を卒業後、
4年ほどサラリーマンとして勤め
ました。結婚し、家業の魚店を手
伝い、12年後には商工会の経営指
導員のお世話で田村ストアを開業
することができました。平成には
弟と共に移動販売を始め、フーガ
の広場の土曜市や寺田コミセン祭
りでのマグロ解体ショーなど、地
域住民との楽しい商売を心がけて
きました。また、市場に仕入れに
出かけることで友人もたくさんで
き、御祝いや法事の仕出しの仕事
もいただき、感謝しています。こ
れからも人情を大切に努力します
ので、よろしくお願いします。

議 会 の ま ど

商
工
会
の
助
け
で

　
　
叶
っ
た
店
舗
の
夢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
小
型

化
や
広
告
の
導
入
な
ど
何

か
工
夫
し
て
運
行
を
続
け
て
ほ
し

い
で
す
。（
山
子
沢
・
40
歳
女
性
）

学
校
統
合
は
、現
代
に
即
し
た

在
り
方
を
検
討
し
、学
校
が

単
な
る
子
ど
も
の
受
け
皿
に
と
ど

ま
ら
な
い
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
　
　
（
石
神
２
区
・
31
歳
男
性
）

少
子
化
対
策
や
他
か
ら
の
転

入
者
を
増
や
し
て
い
く
た

め
の
検
討
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

に
見
え
る
。（
山
道
・
36
歳
男
性
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、本
数

が
少
な
い
の
で
、料
金
を
値

上
げ
し
て
で
も
本
数
を
増
や
し
て

ほ
し
い
。　
（
山
崎
・
41
歳
男
性
）

鳥
獣
被
害
対
策
、
特
に
ク
マ

に
対
す
る
対
策
を
早
急
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ご
み
の
放
置

監
視
や
草
刈
り
を
徹
底
し
て
ほ
し

い
で
す
。　
（
中
関
・
39
歳
男
性
）

空
き
家
対
策
は
進
展
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。ギ
カ
イ

の
ひ
ろ
ば
で
特
集
し
て
ほ
し
い
で

す
。　
（
下
町
一
区
・
73
歳
女
性
）

肥
満
傾
向
の
子
ど
も
が
増
え

て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
が

外
遊
び
し
た
く
な
る
環
境
を
整
え

て
く
だ
さ
い
。（
東
・
40
歳
女
性
）

田
た む ら
村　俊

と し お
郎 さん

（西根寺田　77歳）

柏 台 保 育 所 は、 0 歳 児 か
ら年長児まで15人と少

ない人数ですが、みんな元気
いっぱいです。年齢関係なく、
みんなで走り回ったり、ごっ
こ遊びをしたり、仲良く遊ん
でいます。行事の中でも運動
会は、地域の皆さんにも楽し
みにしていただき、多くの応
援で盛り上がりました。また、
岩手山の麓で、四季の景色を
間近で感じて楽しめる所が柏
台保育所のおすすめです。


